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第 十 九 回 アジア ・太 平 洋 議 員 フォーラム （Ａ Ｐ Ｐ Ｆ ）総 会 派 遣 参 議 院 代 表 団 報 告 書  

 

              参 議 院 議 員   金 子  洋 一  

                   同       柴 田   巧  

         同   行  国 際 会 議 課 長  清 水   賢  

     会 議 要 員  国 際 会 議 課   富 士  由 將  

         同     同        中 園 竜 之 介  

 

 第 十 九 回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ 以 下 、 「 Ａ Ｐ

Ｐ Ｆ 」 と い う 。 ） 総 会 は 、 加 盟 十 七 か 国 及 び オ ブ ザ ー バ ー

二 か 国 の 議 員 等 が 参 加 し て 、 二 〇 一 一 年 一 月 二 十 三 日

（ 日 ） か ら 二 十 七 日 （ 木 ） ま で の 五 日 間 、 モ ン ゴ ル 国 ・ ウ

ラ ン バ ー ト ル の 同 国 国 家 宮 殿 に て 開 催 さ れ た 。  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 、 我 が 国 の 国 会 議 員 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に 基 づ

い て 、 一 九 九 三 年 一 月 に 組 織 さ れ た 議 員 フ ォ ー ラ ム で 、 ア

ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 政 治 ・ 安 全 保 障 、 地 域 協 力 等 に つ い て

加 盟 国 の 議 員 が 討 議 を 重 ね て お り 、 現 在 二 十 七 か 国 が 加 盟

し て い る 。 日 本 国 会 は 一 九 九 六 年 の 第 四 回 総 会 か ら 継 続 し

て 代 表 団 を 公 式 に 派 遣 し て い る 。  

 参 議 院 代 表 団 は 衆 議 院 代 表 団 及 び 同 時 通 訳 員 そ の 他 の 会

議 要 員 と 共 に 日 本 国 会 代 表 団 を 結 成 し 、 今 次 総 会 に 参 加 し

た 。  

日 本 国 会 代 表 団 は 、 「 朝 鮮 半 島 情 勢 に 関 す る 決 議 案 」 、

「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 決 議 案 」 、 「 経 済 ・ 貿 易 に 関

す る 決 議 案 」 及 び 「 環 境 ・ 気 候 変 動 に 関 す る 決 議 案 」 の 四

本 の 決 議 案 を 事 前 に 提 出 し 、 現 地 で は 、 そ れ ぞ れ の 決 議 案

の 担 当 議 員 が 本 会 議 で こ れ ら 決 議 案 の 趣 旨 を 説 明 し た 上

で 、 各 国 の 主 張 を 取 り 入 れ な が ら 成 案 の 取 り ま と め を 行 う

な ど 、 会 議 の 成 功 に 貢 献 し た 。  

 以 下 、 本 報 告 書 で は 、 会 議 に お け る 参 議 院 代 表 団 の 活 動

を 中 心 に 述 べ る こ と と す る 。  

 

一 、 開 会 式  

 開 会 式 は 二 十 四 日 （ 月 ） に 行 わ れ た 。 初 め に 、 総 会 議 長

の デ ム ベ レ ル ・ モ ン ゴ ル 国 国 家 大 会 議 議 長 、 （ 以 下 、 「 デ

ム ベ レ ル 議 長 」 と い う 。 ） は 、 歓 迎 の 挨 拶 と し て 、 モ ン ゴ

ル の 民 主 化 に お け る Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 貢 献 を 指 摘 す る と と も に 、

今 次 総 会 で も 有 益 な 討 議 が 行 わ れ る こ と を 期 待 す る 旨 述 べ
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た 後 、 今 次 総 会 の 開 会 を 宣 言 し た 。  

 続 い て 、 エ ル ベ グ ド ル ジ ・ モ ン ゴ ル 国 大 統 領 の 祝 辞 が 代

読 さ れ た 後 、 バ ト ボ ル ド ・ 同 国 首 相 に よ る 歓 迎 の 挨 拶 が あ

っ た 。  

次 に 、 柳 本 卓 治 衆 議 院 議 員 は 、 中 曽 根 康 弘 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 名 誉

会 長 に 代 わ り 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 加 盟 国 の 国 会 議 員 が 長 期 的 展 望 や

具 体 的 施 策 に つ い て 自 由 な 発 想 で 議 論 を 行 う こ と の 重 要 性

を 強 調 す る メ ッ セ ー ジ を 朗 読 し た 。  

最 後 に 、 前 回 総 会 開 催 国 で あ る シ ン ガ ポ ー ル の マ サ イ ア

ス ・ ヨ ー ・ シ ン ガ ポ ー ル 国 会 副 議 長 が 挨 拶 を 行 っ た 。  

 

二 、 本 会 議 （ 最 終 本 会 議 を 除 く ）  

 本 会 議 は 二 十 四 日 （ 月 ） か ら 二 十 六 日 （ 水 ） の 三 日 間 に

わ た り 、 「 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す る 問 題 」 、 「 ア ジ ア ・

太 平 洋 に お け る 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題 」 、 「 ア ジ ア ・

太 平 洋 に お け る 地 域 協 力 」 及 び 「 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 今 後 の 活 動 」

を 議 題 と し て 開 催 さ れ た 。  

 

（ 一 ） 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す る 問 題  

 地 域 に お け る 平 和 及 び 安 全 保 障 の 強 化 、 テ ロ リ ズ ム 、 違

法 薬 物 取 引 及 び 組 織 犯 罪 と の 闘 い 、 朝 鮮 半 島 情 勢 並 び に 中

東 和 平 プ ロ セ ス に つ い て 議 論 が 行 わ れ た 。  

 

（ イ ） 朝 鮮 半 島 情 勢  

 柴 田 巧 参 議 院 議 員 が 、 「 朝 鮮 半 島 情 勢 に 関 す る 決 議 案 」

に つ い て 概 要 以 下 の と お り 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

核 開 発 を 継 続 し 、 一 般 市 民 の 死 傷 も 伴 う 挑 発 的 行 為 を 繰

り 返 す 北 朝 鮮 に 対 し て 、 各 国 の 議 会 ・ 政 府 は 、 核 開 発 の 断

念 、 国 際 法 上 の 義 務 の 履 行 及 び 六 者 会 合 へ の 復 帰 に 誠 実 に

取 り 組 む こ と を 求 め る べ き で あ る 。 加 え て 、 各 国 レ ベ ル

で 、 関 連 す る 国 連 安 保 理 決 議 の 確 実 な 履 行 を 図 る 必 要 も あ

る 。  

ま た 、 北 朝 鮮 で は 、 当 局 に よ る 人 権 侵 害 や 基 本 的 自 由 の

制 約 が 続 き 、 日 本 人 等 の 拉 致 問 題 も 未 解 決 の ま ま で あ る 。

こ れ ら の 状 況 を 受 け 、 二 〇 〇 五 年 よ り 毎 年 、 人 権 状 況 の 改

善 や 拉 致 問 題 の 早 急 な 解 決 を 北 朝 鮮 に 強 く 求 め る 決 議 が 国

連 総 会 に て 採 択 さ れ て お り 、 日 本 で は 、 前 述 の 二 〇 〇 五 年

の 決 議 を 踏 ま え 、 北 朝 鮮 に よ る 人 権 侵 害 の 抑 止 を 図 る こ と
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を 目 的 と し た 法 律 が 制 定 さ れ て い る 。 北 朝 鮮 の 人 権 状 況 の

改 善 に 向 け 、 各 国 議 会 に 対 し て 、 法 制 上 の 措 置 を 含 む 積 極

的 な 関 与 や 外 交 当 局 間 の 連 携 促 進 の た め の 政 府 へ の 働 き か

け を 要 請 す る 。  

最 後 に 、 各 国 議 員 が 、 上 述 の 論 点 を 含 む 日 本 提 出 決 議 案

を 支 持 し 、 採 択 決 議 を 基 に 各 国 議 会 で 問 題 解 決 に 向 け た 具

体 策 を 議 論 す る こ と を 期 待 す る 。  

 

（ ロ ） 中 東 和 平 プ ロ セ ス  

神 風 英 男 衆 議 院 議 員 が 、 「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 決

議 案 」 に つ い て 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 

（ 二 ） 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題  

 二 〇 一 〇 年 ア ジ ア 太 平 洋 経 済 協 力 （ Ａ Ｐ Ｅ Ｃ ） 、 世 界 経

済 の 状 況 、 経 済 連 携 及 び 自 由 貿 易 の 促 進 並 び に エ ネ ル ギ ー

及 び 食 料 の 安 全 保 障 に つ い て 議 論 が 行 わ れ た 。 な お 、 議 論

に 先 立 ち 、 デ ム ベ レ ル 議 長 は 、 二 十 四 日 （ 月 ） に ロ シ ア の

モ ス ク ワ で 発 生 し た 爆 破 テ ロ 事 件 を 非 難 す る 声 明 を 発 す る

と と も に 、 総 会 参 加 者 は 、 右 事 件 の 犠 牲 者 に 対 し て 黙 祷 を

さ さ げ た 。  

 

（ イ ） 二 〇 一 〇 年 Ａ Ｐ Ｅ Ｃ  

長 島 昭 久 衆 議 院 議 員 が 、 二 〇 一 〇 年 秋 に 日 本 で 行 わ れ た

Ａ Ｐ Ｅ Ｃ で の 議 論 等 の 概 要 に つ い て 報 告 を 行 っ た 。  

 

（ ロ ） 世 界 経 済 の 状 況  

 金 子 洋 一 参 議 院 議 員 が 、 「 経 済 ・ 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」

に つ い て 概 要 以 下 の と お り 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

世 界 及 び 地 域 の 持 続 的 成 長 の 回 復 や 、 金 融 機 能 の 正 常 化

や 経 済 ・ 財 政 の 不 均 衡 の 是 正 に 向 け た 協 調 的 な 取 組 を 各 国

で 進 め る た め 、 議 会 人 が 重 視 す べ き 論 点 を 、 以 下 三 点 に わ

た り 指 摘 す る 。  

第 一 は 、 経 済 ・ 金 融 の 安 定 や 危 機 の 再 発 防 止 に 係 る 施 策

の 確 実 な 実 施 の た め 、 議 会 に よ る 監 視 ・ 提 言 を 続 け る こ と

で あ る 。 特 に 、 景 気 回 復 が 確 実 に な る ま で 各 国 が 協 調 的 な

財 政 ・ 経 済 政 策 を 継 続 す る よ う 政 府 に 働 き か け る ほ か 、 各

国 議 員 間 で 施 策 に 関 す る 意 見 交 換 等 を 続 け る こ と が 重 要 で

あ る 。  
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第 二 は 、 昨 年 の Ａ Ｐ Ｅ Ｃ で 合 意 さ れ た 成 長 戦 略 に 基 づ

き 、 質 の 高 い 成 長 を 追 求 す る こ と で あ る 。 こ の 点 、 各 国 議

会 に お い て 、 経 済 発 展 が 地 域 の 人 々 の 幸 福 に 結 び つ く よ

う 、 議 論 を 一 層 深 め る べ き で あ る 。  

第 三 は 、 地 域 の 経 済 統 合 を 推 進 す る こ と で あ る 。 今 後 、

ア ジ ア ・ 太 平 洋 自 由 貿 易 圏 の 実 現 を 図 る べ く 、 各 国 議 会 に

お い て も 、 政 府 間 交 渉 の 進 捗 を 注 視 し 、 強 い 推 進 力 を 与 え

続 け る べ き で あ る 。  

な お 、 近 年 、 一 部 の 国 に よ る 穀 物 や 天 然 資 源 の 輸 出 規 制

が 懸 念 さ れ て い る と こ ろ 、 国 際 貿 易 の ル ー ル が 確 実 に 遵 守

さ れ る よ う 、 各 国 議 会 が 施 策 の 監 視 等 を 行 う 必 要 が あ る こ

と も 強 調 し た い 。  

日 本 は 、 上 述 の 論 点 を 含 む 関 連 決 議 案 を 提 出 し て い る と

こ ろ 、 各 国 の 支 持 を 期 待 す る 。  

 

（ 三 ） ア ジ ア ・ 太 平 洋 に お け る 地 域 協 力  

 気 候 変 動 、 災 害 管 理 及 び 緊 急 支 援 に お け る 協 力 、 ミ レ ニ

ア ム 開 発 目 標 の 達 成 、 文 化 及 び 教 育 の 交 流 促 進 並 び に ア ジ

ア ・ 太 平 洋 に お け る 移 住 労 働 者 の 権 利 の 保 護 に つ い て 議 論

が 行 わ れ た 。  

 後 藤 斎 衆 議 院 議 員 が 、 「 環 境 ・ 気 候 変 動 に 関 す る 決 議

案 」 に つ い て 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 

（ 四 ） Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 今 後 の 活 動  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 運 営 に つ い て の 再 検 討 並 び に 第 二 十 回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ

総 会 の 日 程 及 び 開 催 地 に つ い て 議 論 が 行 わ れ た 。  

長 島 衆 議 院 議 員 は 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 運 営 に つ い て の 再 検 討 に 関

し て 、 日 本 側 が 取 り ま と め た Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 改 革 案 を 説 明 す る と

と も に 、 右 改 革 案 へ の 各 国 意 見 を 踏 ま え つ つ 、 二 〇 一 二 年

の 第 二 十 回 総 会 に て 今 後 の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 在 り 方 を 示 す 宣 言 を

採 択 し た い 旨 述 べ 、 各 国 に 協 力 を 求 め た 。  

ま た 、 第 二 十 回 総 会 の 日 程 及 び 開 催 地 に つ い て 、 二 〇 一

二 年 一 月 八 日 か ら 十 二 日 ま で 東 京 に て 開 催 す る 旨 の 提 案 が

了 承 さ れ た 。  

 

三 、 起 草 委 員 会 等  

 日 本 を 始 め 各 国 か ら 提 出 さ れ た 三 十 七 本 の 決 議 案 に つ い

て は 、 同 一 内 容 の 決 議 案 ご と に 一 本 化 を 図 る た め の ワ ー キ
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ン グ ・ グ ル ー プ （ 以 下 、 「 Ｗ Ｇ 」 と い う 。 ） が 関 係 国 間 で

開 催 さ れ 、 一 本 化 さ れ た 決 議 案 （ 以 下 、 「 共 同 決 議 案 」 と

い う 。 ） は 、 全 加 盟 国 が 参 加 す る 起 草 委 員 会 に 順 次 送 付 さ

れ た 。 ま た 、 二 十 五 日 （ 火 ） 及 び 二 十 六 日 （ 水 ） に 開 催 さ

れ た 起 草 委 員 会 で は 、 各 共 同 決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案

の 審 査 が 行 わ れ 、 最 終 本 会 議 に 提 出 す る 案 文 が 決 定 さ れ

た 。  

 日 本 国 会 代 表 団 は 、 「 経 済 ・ 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 に つ

い て チ リ 、 イ ン ド ネ シ ア 、 メ キ シ コ 、 モ ン ゴ ル 及 び ロ シ ア

と 、 「 朝 鮮 半 島 情 勢 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て カ ナ ダ 、 イ

ン ド ネ シ ア 及 び 韓 国 と 、 「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 決 議

案 」 に つ い て カ ナ ダ 、 イ ン ド ネ シ ア 、 マ レ ー シ ア 及 び ミ ク

ロ ネ シ ア と 、 「 環 境 ・ 気 候 変 動 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て

チ リ 、 メ キ シ コ 、 モ ン ゴ ル 、 シ ン ガ ポ ー ル 及 び ベ ト ナ ム

と 、 そ れ ぞ れ Ｗ Ｇ 及 び 起 草 委 員 会 に 参 加 し 、 各 共 同 決 議 案

の 取 り ま と め を 行 っ た と こ ろ 、 概 要 以 下 の と お り 。  

「 経 済 ・ 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 Ｗ Ｇ に お い

て 金 子 参 議 院 議 員 が 日 本 提 出 決 議 案 を 基 に 協 議 を 主 導 し 、

地 域 の セ ー フ テ ィ ・ ネ ッ ト の 発 展 、 内 陸 開 発 途 上 国 の 貿

易 ・ 運 輸 分 野 の 施 策 及 び 協 力 の 改 善 、 環 太 平 洋 諸 国 に お け

る 魚 種 資 源 の 保 全 推 進 等 に 係 る パ ラ グ ラ フ を 追 加 す る こ と

に よ り 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め た 。 そ の 後 、 起 草 委 員 会 に

て 、 右 共 同 決 議 案 の 最 終 本 会 議 へ の 提 出 が 決 定 さ れ た 。  

「 朝 鮮 半 島 情 勢 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 Ｗ Ｇ に お

い て 柴 田 参 議 院 議 員 が 日 本 の 提 出 決 議 案 を 基 に 協 議 を 主 導

し 、 朝 鮮 半 島 情 勢 の 安 定 化 に 向 け た 北 朝 鮮 へ の 対 応 を 中 心

に 数 度 に わ た る 話 合 い を 経 て 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め 、 起

草 委 員 会 に 送 付 し た 。 起 草 委 員 会 で は 、 共 同 決 議 案 に 含 ま

れ る 北 朝 鮮 へ の 要 求 事 項 や 拉 致 問 題 に 言 及 し た 文 言 を 見 直

す よ う 中 国 が 求 め た こ と か ら 、 委 員 会 審 査 を 一 時 中 断 し 、

会 議 場 外 に て 日 本 及 び 中 国 を 含 む 関 係 国 が 調 整 を 行 っ た 。

そ の 結 果 、 所 要 の 修 正 を 加 え た 共 同 決 議 案 が 取 り ま と め ら

れ 、 再 開 さ れ た 起 草 委 員 会 に て 最 終 本 会 議 へ の 提 出 が 決 定

さ れ た 。 な お 、 当 初 の 共 同 決 議 案 に 盛 り 込 ま れ て い た 拉 致

問 題 に 関 す る 文 言 に つ い て は 、 協 議 の 結 果 、 「 国 際 社 会 の

人 道 上 の 懸 念 」 と い う 表 現 を 用 い る こ と と し た ほ か 、 共 同

コ ミ ュ ニ ケ に て 拉 致 問 題 に 関 す る 議 論 が 行 わ れ た 旨 明 記 す

る こ と と し た 。  
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 「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 神 風

衆 議 院 議 員 が Ｗ Ｇ に 参 加 し 、 イ ン ド ネ シ ア 及 び マ レ ー シ ア

と 共 に 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め 、 起 草 委 員 会 に 送 付 し た 。

し か し 、 起 草 委 員 会 で は 、 カ ナ ダ 及 び ミ ク ロ ネ シ ア よ り 、

本 件 を Ａ Ｐ Ｐ Ｆ で 取 り 扱 う こ と に 否 定 的 な 意 見 が 示 さ れ た

た め 、 委 員 会 審 査 を 中 断 し 、 再 び Ｗ Ｇ で 協 議 を 行 う こ と と

な っ た 。 前 回 Ｗ Ｇ 参 加 国 に 加 え カ ナ ダ 及 び ミ ク ロ ネ シ ア が

参 加 し て 再 開 さ れ た Ｗ Ｇ で は 、 日 本 等 が 、 中 東 問 題 が ア ジ

ア ・ 太 平 洋 地 域 及 び 国 際 社 会 に 与 え る 影 響 や 和 平 実 現 の 重

要 性 を 強 調 し つ つ 、 各 国 が 決 議 採 択 に 向 け 協 力 す る よ う 説

得 し た 結 果 、 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め る こ と に 成 功 し 、 起

草 委 員 会 に お い て も 最 終 本 会 議 へ の 右 案 文 の 提 出 が 決 定 さ

れ た 。  

「 環 境 ・ 気 候 変 動 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 後 藤 衆

議 院 議 員 が Ｗ Ｇ に 参 加 し 、 気 候 変 動 問 題 の 解 決 に 向 け た 各

国 の 取 組 や 関 連 す る 国 際 的 枠 組 み の 制 定 の 必 要 性 等 に つ い

て 関 係 国 と 認 識 を 共 有 し つ つ 、 気 候 変 動 に 関 す る 共 同 決 議

案 を 取 り ま と め た 。 そ の 後 、 起 草 委 員 会 に て 、 右 共 同 決 議

案 の 最 終 本 会 議 へ の 提 出 が 決 定 さ れ た 。  

 

四 、 最 終 本 会 議 及 び 閉 会 式  

最 終 本 会 議 は 二 十 六 日 （ 水 ） に 行 わ れ 、 起 草 委 員 会 よ り

提 出 さ れ た 各 共 同 決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 が 全 て 採 択

さ れ た 。  

引 き 続 き 、 共 同 コ ミ ュ ニ ケ へ の 調 印 式 が 行 わ れ 、 日 本 国

会 を 代 表 し て 、 長 島 衆 議 院 議 員 が 署 名 を 行 っ た 。  

 最 終 本 会 議 に 続 い て 閉 会 式 が 行 わ れ 、 次 回 総 会 主 催 国 の

代 表 と し て 長 島 衆 議 院 議 員 が 挨 拶 を 行 い 、 東 京 で 開 催 さ れ

る 次 回 総 会 へ の 各 国 議 員 の 参 加 を 歓 迎 す る と と も に 、 次 回

総 会 に お い て 、 今 後 の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 在 り 方 を 示 す 宣 言 の 採 択

に 全 力 を 尽 く し た い 旨 述 べ た 。  

最 後 に デ ム ベ レ ル 議 長 は 、 今 次 総 会 に お け る 決 定 事 項 を

各 国 に 伝 え 、 実 現 に 向 け た 取 組 を 進 め る よ う 各 国 議 員 に 訴

え た ほ か 、 総 会 参 加 者 に 対 す る 謝 意 を 表 明 し つ つ 、 総 会 の

閉 会 を 宣 言 し た 。  

 

 

五 、 二 国 間 会 談 等  
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日 本 国 会 代 表 団 は 、 総 会 期 間 中 、 デ ム ベ レ ル 議 長 、 バ ト

ボ ル ド ・ モ ン ゴ ル 国 首 相 並 び に 中 国 、 メ キ シ コ 、 韓 国 、 ロ

シ ア 及 び ベ ト ナ ム の 各 国 代 表 団 と の 会 談 等 を 行 っ た ほ か 、

モ ン ゴ ル ・ 日 本 友 好 議 員 連 盟 の 現 ・ 前 会 長 と 意 見 交 換 を 行

っ た 。 な お 、 デ ム ベ レ ル 議 長 と の 会 談 に お い て 、 同 議 長 よ

り 、 参 議 院 議 長 及 び 衆 議 院 議 長 を モ ン ゴ ル に 招 待 し た い 旨

発 言 が あ っ た 。  

ま た 、 派 遣 期 間 中 、 参 議 院 代 表 団 は 、 エ ン フ タ イ ワ ン ・

モ ン ゴ ル 国 鉱 物 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 副 大 臣 及 び ツ ォ グ ト バ ー

タ ル 同 国 外 交 ・ 貿 易 事 務 次 官 を 往 訪 し 、 モ ン ゴ ル と 日 本 と

の 友 好 関 係 深 化 及 び 経 済 ・ 資 源 開 発 に お け る 両 国 間 の 協 力

等 に つ い て 意 見 交 換 を 行 っ た 。  

 

六 、 終 わ り に  

 参 議 院 代 表 団 は 、 今 次 総 会 に お い て も 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋

地 域 が 直 面 す る 各 般 の 課 題 に 関 す る 加 盟 国 間 の 意 見 交 換 の

機 会 に 参 加 し た ほ か 、 決 議 の 策 定 に あ た っ て は 、 ワ ー キ ン

グ ・ グ ル ー プ で の 議 論 を 主 導 し 、 各 関 係 国 の 意 見 の 調 整 を

図 る な ど 、 会 議 の 成 功 に 積 極 的 に 貢 献 し た 。  

 加 え て 、 派 遣 期 間 中 、 モ ン ゴ ル 要 人 や 各 国 代 表 団 等 と の

意 見 交 換 等 を 行 い 、 議 員 外 交 の 推 進 に 努 め た 。  

東 京 に お け る 次 回 総 会 で は 、 経 済 、 安 全 保 障 及 び 環 境 等

に 加 え 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 改 革 に 関 す る 議 論 も 行 わ れ る こ と が 予 定

さ れ て い る 。 日 本 国 会 に は 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 創 設 国 か つ 次 回 総 会

の 主 催 国 の 議 会 と し て 、 総 会 の 運 営 の み な ら ず Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の

方 向 性 の 決 定 に 際 し て 主 導 的 な 役 割 を 果 た す こ と が 強 く 期

待 さ れ て い る と こ ろ 、 今 後 、 次 回 総 会 の 成 功 に 向 け た 取 組

を 日 本 国 会 全 体 で 着 実 に 進 め て い く 必 要 が あ る こ と を 強 調

し 、 本 報 告 を 終 え る こ と と す る 。  


